
問

藤
島
こ
り
す
保
育
園

は
今
年
度
民
営
化
さ
れ
、

定
員
２
２
０
人
と
い
う
大

規
模
保
育
園
の
事
情
を
踏

ま
え
、
保
護
者
の
要
求
に

応
え
て
市
職
員
４
人
が
出

向
し
て
い
る
。

来
年
度
の
継
続
は
。

健
康
福
祉
部
長

法
人
に

は
臨
時
職
員
の
継
続
雇
用

を
お
願
い
し
、
臨
時
パ
ー

ト
を
含
め
９
人
が
継
続
し

て
採
用
さ
れ
、
子
ど
も
た

ち
に
ス
ト
レ
ス
も
な
く
順

調
に
運
営
さ
れ
て
い
る
。

派
遣
の
継
続
は
必
要
な

い
と
考
え
て
い
る
。
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知
事
の
態
度
表
明
、政
務
活
動
費
問
題

ク
ラ
ブ
の
質
問
に
対
し
知
事
は
、
「
県

民
の
命
と
生
活
を
守
る
事
、
県
民
が
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
事
を
最
も
重

視
」
「
県
勢
の
更
な
る
発
展
め
ざ
し
果

敢
に
挑
ん
で
い
く
」
と
三
選
出
馬
の
決

意
を
表
明
。基
本
姿
勢
を
評
価
し
つ
つ
、

知
事
と
の
協
議
の
上
で
、
知
事
選
へ
の

方
針
を
定
め
て
い
き
ま
す
。

☆
同
日
、
西
村
山
郡
区
選
出
の
阿
部
賢

一
県
議
が
議
員
辞
職
の
意
向
を
表
明
。

政
務
活
動
費
の
疑
惑
が
報
道
さ
れ
始
め

て
か
ら
数
日
の
ス
ピ
ー
ド
辞
任
。
私
的

流
用
の
根
絶
は
も
ち
ろ
ん
、
透
明
化
の

取
り
組
み
を
更
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
県
議

関

徹
）

☆

日
（
水
）
９
月
定
例
議
会
開
会
。

14
☆

日
（
金
）
、
市
立
荘
内
病
院
職
員

16
労
組
、
庄
内
医
療
生
協
労
組
の
定
期
大

会
で
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
。

☆

日
（
土
）
慶
応
先
端
研

周
年
祝

17

15

賀
会
。
研
究
の
進
展
と
、
産
業
化
の
現

状
を
改
め
て
確
認
。

☆

日
（
日
）
市
立
荘
内
看
護
専
門
学

18
校
祭
。
学
生
等
の
生
き
生
き
と
し
た
姿

を
見
る
。
同
日
夕
方
、
戦
争
法
廃
止
め

ざ
す
市
民
集
会
で
挨
拶
、
デ
モ
行
進
。

☆
原
稿
作
成
中
の
今
日
、

日
（
火
）

20

県
議
会
代
表
質
問
。
自
民
党
は
「
知
事

は
県
民
、
議
会
、
隣
県
、
政
府
・
与
党

と
信
頼
関
係
が
無
い
」
と
攻
撃
。
県
政

２
日
に
行
わ
れ
た
鶴
岡
市
議
会
の
一
般
質
問
で
、
日

本
共
産
党
の
加
藤
鉱
一
議
員
は
、
①
藤
島
こ
り
す
保
育

園
の
市
職
員
の
出
向
、
②
く
り
く
り
保
育
園
の
民
営
化

に
つ
い
て
、
取
り
上
げ
ま
し
た
。

こ
り
す
保
育
園
の
市
職
員
出
向
継
続
は

問

藤
島
く
り
く
り
保
育

園
の
民
営
化
が
新
た
に
提

案
さ
れ
て
い
る
。

子
ど
も
・
子
育
て
新
制

度
で
保
育
に
係
る
費
用
は

公
定
価
格
制
度
が
つ
く
ら

れ
た
。
民
間
の
保
育
士
の

給
与
の
実
態
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長

厚
労
省

が
毎
年
発
表
し
て
い
る
統

計
調
査
に
よ
る
と
、
平
成

年
度
で
男
女
合
計
の
全

26職
種
の
平
均
が

万
９
千

32

円
で
あ
る
が
、
保
育
士
は

万
６
千
円
と

万
円
以

21

10

上
の
開
き
が
あ
る
。

し
か
し
男
女
間
の
格
差

や
勤
続
年
数
な
ど
の
影
響

も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

公
定
価
格
に
処
遇
改
善

加
算
や
賃
金
改
善
要
求
分

を
加
算
し
、
改
善
に
努
め

て
い
る
。

問

民
営
化
に
よ
る
保
育

士
の
非
正
規
、
パ
ー
ト
の

増
大
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長

本
市
の

場
合
、
民
営
化
の
際
は
申

請
時
に
現
在
の
正
職
員
数

を
提
示
し
雇
用
の
確
保
を

条
件
と
し
て
い
る
。
民
営

化
で
公
立
で
は
成
し
得
な

い
柔
軟
な
雇
用
条
件
に
な

っ
て
お
り
、
非
正
規
、
パ

ー
ト
が
増
加
す
る
状
況
は

な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

問

時
間
外
労
働
の
実
態

や
有
給
休
暇
の
取
得
は
ど

う
か
。

健
康
福
祉
部
長

週
休
２

日
制
は
確
保
さ
れ
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
が
、
一

部
の
保
育
所
で
は
土
曜
日

勤
務
を
隔
週
で
時
間
外
対

応
し
て
い
る
所
も
あ
る
。

有
給
休
暇
は
法
人
ご
と

に
定
め
、
統
一
さ
れ
て
い

な
い
が
、
一
般
的
な
休
暇

制
度
は
確
保
さ
れ
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。

問

国
の
基
準
で
は
経
験

年
数
に
よ
る
賃
金
は

年
11

経
っ
た
ら
頭
打
ち
の
仕
組

み
に
な
っ
て
い
る
。
経
験

が
大
事
な
仕
事
で
あ
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
こ
れ
で
は

早
期
退
職
を
前
提
と
す
る

賃
金
設
定
で
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長

旧
制
度

で
同
様
の
加
算
だ
っ
た
民

間
施
設
給
与
等
改
善
費
と

上
限

年
で
同
じ
に
な
っ

11

て
い
る
が
、
新
制
度
で
は

年
以
下
の
階
層
が
細
か

10く
設
定
さ
れ
、
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
に
よ
る
加
算
が
追

加
さ
れ
て
い
る
。

今
年
度
か
ら
チ
ー
ム
保

育
体
制
の
整
備
に
よ
り
長

期
間
勤
務
を
支
援
す
る
た

め
の
加
算
を
新
設
す
る
と

し
て
い
る
。

保
育
園
民
営
化
で
保
育
士
の
処
遇
は

現
場
で
は
保
育
士
が
足
り
な
い

問

く
り
く
り
保
育
園
は

０
歳
児
か
ら
２
歳
児
を
扱

い
、
発
達
面
や
衛
生
面
、

命
の
安
全
な
ど
、
よ
り
他

園
以
上
の
重
視
が
必
要
だ

が
、
民
営
化
に
よ
る
配
慮

は
あ
る
か
。

健
康
福
祉
部
長

２
歳
児

ま
で
の
低
年
齢
児
を
保
育

す
る
施
設
と
し
て
は
大
き

な
施
設
で
あ
り
、
園
児
の

日
々
の
様
子
や
衛
生
面
で

は
気
を
使
う
。

年
度
は
法
人
職
員
が

29
出
向
し
、
１
年
間
の
研
修

を
予
定
し
て
お
り
、
十
分

に
時
間
を
か
け
て
引
継
ぎ

を
お
こ
な
っ
て
い
く
。

問

社
会
福
祉
施
設
最
低

基
準
で
は
、
保
育
士
１
人

で
は
０
歳
児
は
３
人
ま

で
、
１
・
２
歳
児
は
６
人

ま
で
と
な
っ
て
い
る
が
、

現
場
で
は
足
り
な
い
。
加

配
の
必
要
が
あ
る
の
で

は
。
保
育
士
を
十
分
に
確

保
し
て
お
か
な
け
れ
ば
０

歳
児
の
途
中
入
所
の
要
求

に
応
え
ら
れ
な
い
が
。

健
康
福
祉
部
長

保
育
士

の
加
配
は
、
障
害
の
あ
る

子
の
加
配
な
ど
あ
る
が
、

基
準
と
実
態
に
基
づ
き
対

応
し
て
い
き
た
い
。

藤島くりくり保育園



昨
年
９
月

日
の

19

安
倍
政
権
に
よ
る
安

保
法
制
＝
戦
争
法
の

強
行
採
決
１
周
年
と

な
る
前
日
の

日
、

18

「
戦
争
さ
せ
る
な
・

九
条
壊
す
な
、
戦
争

法
廃
止
を
求
め
る
市

民
集
会
」
が
鶴
岡
市

勤
労
者
会
館
で
開
催

さ
れ
、
１
８
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

７
月
の
参
院
選
野

党
統
一
候
補
と
し
て

当
選
し
た
舟
山
康
江

参
議
院
議
員
も
出
席

し
、
「
政
策
論
で
自

民
党
を
し
っ
か
り
追

求
し
て
次
の
選
挙
に
結
び

つ
け
て
い
き
た
い
」
と
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。

「
改
憲
勢
力
３
分
の
２

の
危
機
を
乗
り
切
り
、
戦

争
法
の
廃
止
を
求
め
、
憲

法
改
悪
を
許
さ
な
い
決

議
」
を
満
場
の
賛
同
で
採

択
し
、
頑
張
ろ
う
を
三
唱

し
、
市
内
を
デ
モ
行
進
し

ま
し
た
。

関
徹
県
議
が
日
本
共
産

党
鶴
岡
地
区
委
員
会
を
代

表
し
て
あ
い
さ
つ
し
、
党

市
議
団
３
人
と
田
中
あ
き

ら
三
川
町
議
が
来
賓
と
し

て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

温海建設事務室入札結果（ ）内は予定価格
9月15日入札分

・木野俣線道路改良工事(1工区）（木野俣地内）（入札2業者うち1業
者辞退）
(株)マルゴ 43,000,000円（43,147,000円）工期～12/26（落札率99.7％）

土木課入札結果（ ）内は予定価格
9月15日入札分

・本町二丁目神明町線道路改良工事（本町二丁目地内）（入札6業
者）
田川砂利工業(株) 2,900,000円（3,200,000円）

工期～29/1/20（落札率90.6％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
9月14日入札分

・市公共下水道事業 汚水11C179～189号改良工事（日出一丁目
地内）（入札4業者）
庄内環境衛生事業(株) 26,615,000円（27,195,000円）

工期～29/1/13（落札率97.9％）
・市特定環境保全公共下水道事業汚水5084-3，5111-1号管渠詳
細設計業務（堅苔沢地内）（入札12業者）
(有)安野測量事務所 4,600,000円（4,799,000円）

期間～12/9（落札率95.9％）

上下水道部総務課入札結果（ ）内は予定価格
8月26日入札分

・包括的業務委託受託準備室・業者休憩室改良工事（上下水道
部庁舎作業棟内）（入札3業者）
中野興建(有) 2,900,000円（3,050,000円）工期～10/31（落札率95.1％）

※「水道課入札結果 平成28年8月26日 包括的業務委託受託
準備室・業者休憩室改良工事」を「総務課入札結果」へ掲載場
所を変更（9/20）

決意を述べる舟山参院議員参加者全員で「団結頑張ろう」

９
月
６
日
、
沖
縄
の
平

和
と
基
地
問
題
を
考
え

る
、
日
本
共
産
党
後
援
会

が
企
画
し
た
ツ
ア
ー
に
台

風

号
を
心
配
し
な
が
ら

12名
参
加
し
て
来
ま
し

16た
。私

は
、
初
め
て
の
沖
縄

訪
問
で
沖
縄
の
歴
史
や
沖

縄
の
闘
い
、
取
り
組
み
に

触
れ
て
み
た
い
、
基
地
が

ど
う
な
っ
て
い
る
か
直
に

見
て
み
た
い
と
思
い
参
加

し
ま
し
た
。

沖
縄
の
平
和
ツ
ア
ー
に

共
同
セ
ン
タ
ー
は
じ
め
専

門
家
の
ガ
イ
ド
を
受
け
沖

縄
へ
の
理
解
が
進
み
ま
し

た
。
最
初
に
沖
縄
の
闘
い

の
礎
を
築
い
た
瀬
長
亀
治

郎
氏
の
不
屈
館
を
見
学
せ

て
頂
き
次
女
の
内
村
千
尋

さ
ん
か
ら
説
明
を
受
け
、

反
共
攻
撃
を
押
し
返
し
、

オ
ー
ル
沖
縄
の
心
を
一
つ

に
ま
と
め
、
現
在
の
沖
縄

の
闘
い
が
あ
る
こ
と
を
不

屈
館
で
実
感
し
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
首
里
城
公

園
、
旧
海
軍
司
令
部
壕
見

学
し
、
２
日
目
が
、
共
同

セ
ン
タ
ー
の
古
堅
宗
嘉
さ

ん
か
ら
は
基
地
闘
争
と
オ

ー
ル
沖
縄
の
政
治
選
の
取

り
組
み
と
そ
の
背
景
、
沖

縄
の
多
様
な
闘
争
で
翁
長

知
事
誕
生
や
稲
嶺
進
市
長

勝
利
と
参
議
院
選
挙
勝
利

で
自
公
の
国
会
議
員
を
一

人
も
送
り
出
さ
せ
な
い
闘

い
が
報
告
さ
れ
た
。
そ
の

後
嘉
手
納
基
地
、
普
天
間

飛
行
場
を
見
学
し
、
規
模

の
大
き
さ
と
基
地
の
危
険

性
に
怒
り
が
収
ま
ら
な
か

っ
た
。

３
日
目
南
部
戦
跡
を
村

上
有
慶
氏
か
ら
沖
縄
の
語

り
部
と
し
て
沖
縄
の
壮
絶

な
闘
い
と
歴
史
、
本
土
の

仲
間
の
大
き
な
支
援
が
あ

り
、
闘
い
に
は
沖
縄
で
の

多
様
な
取
り
組
み
で
オ
ー

ル
沖
縄
に
発
展
さ
せ
て
き

た
歴
史
が
あ
る
と
い
う
訴

え
は
、
大
変
印
象
深
い
言

葉
で
し
た
。

今
、
沖
縄
で
は
情
勢
に

日
、
原
水
爆
禁
止
世

14
界
大
会
報
告
会
が
開
か

れ
、
鶴
岡
田
川
地
区
代
表

団
と
し
て
参
加
し
た
５
人

が
報
告
し
ま
し
た
。

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使

い
、
写
真
も
示
し
な
が
ら

「
初
め
て
原
爆
資
料
館
を

み
て
涙
が
と
ま
ら
な
か
っ

た
。
帰
っ
て
き
て
か
ら
友

達
に
も
伝
え
た
」
、「
平
和

の
た
め
に
自
分
の
で
き
る

こ
と
を
や
っ
て
い
き
た

い
」
な
ど
の
感
想
を
述
べ

ま
し
た
。

第
２
部
で
は
、
共
産
党

青
年
後
援
会
主
催
の
「
平

和
で
ナ
イ
ト
」
を
開
催
、

庄
内
風
芋
煮
鍋
と
お
に
ぎ

り
で
、
平
和
に
つ
い
て
交

流
し
ま
し
た
。

応
じ
た
新
た
な
戦
い
の
発

展
が
要
請
さ
れ
て
い
る

（
古
堅
宗
嘉
氏
）
、
豊
か

な
大
浦
湾
を
壊
し
辺
野
古

に
新
基
地
を
作
り
、
世
界

一
危
険
な
基
地
「
嘉
手
納
」

と
一
体
と
な
り
殴
り
込
み

部
隊
を
配
備
す
る
た
め
、

安
倍
政
権
は
日
本
国
民
・

沖
縄
県
民
の
民
意
を
ね
じ

伏
せ
、
ア
メ
リ
カ
の
軍
事

戦
略
を
優
先
し
県
民
へ
の

弾
圧
を
強
め
て
い
る
こ
と

に
怒
り
を
覚
え
ず
に
は
い

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

沖
縄
戦
で
の
学
徒
動
員

で
ひ
め
ゆ
り
部
隊
・
白
梅

隊
の
惨
状
、
沖
縄
県
民
の

惨
状
、
戦
争
は
人
間
性
を

喪
失
さ
せ
る
（
村
上
有
慶

氏
）
、
二
度
と
戦
争
を
起

こ
し
て
は
な
ら
な
い
と
決

意
し
帰
路
に
つ
き
ま
し

た
。

【
寄
稿
】
沖
縄
平
和
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て

菅
原

丈
男

（
高
齢
協
後
援
会
）


